






























"Experience" in Dewey's Philosophy of Education and Higher Education Today
吉村　文男、竹山　　理、日下　耕三
YOSHIMURA Fumio, TAKEYAMA Osamu, KUSAKA Kozo
　ここで「意味」と言われていることに注目したい、すなわち「経験」は意味と一体である。
　ここの引用は、デューイのよく知られた『民主主義と教育（Democracy and Education）』（1916 年）













































































































































































































































































































































１）Dewey, J. , Democracy and Education, (the Macmillan Company) New York, 1926,
　  P.89. なお同書からの引用は以下においては、該当頁の数字のみを引用文末尾に記す。
２）Dewey, J. , The School And Society and The Child And The Curriculum (the University
　  of Chicago Press) Chicago, 1990, P.99.
３）拙著『学び住むものとしての人間』春風社　2006 年、第二章「人間と文化」を参照。
４）「人間によってその生活に仕えるものへと加工して変えられた自然の総体が文化と呼ばれる。」
　　（Gehlen,A., der Mensch, Frankfurt am Main, 1974 , S.38）
５）The Japan Times on Sunday, November 17,2013.
























































































































































































(1) 佐伯胖／藤田英典／佐藤学 編『学びへの誘い』、東京大学出版会、1995 年
(2) 前掲 (1)、58 頁
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対する非難にならない。小学 1 年から 5 年までに三角法を教えないことは三角法に対する厭うべき
非難にはならない」とデューイはいう。P４２
５．教材が実社会と遊離していることと共に、教育に関する見解の最大の間違いは、人は、そのときに
学んでいる特別な教材だけを学ぶということだとする。辛抱という将来に対して価値ある人格の陶冶
ともいうべき間接的学習をしておりそれこそが、地理や歴史の教材学習より重要性を持つことが出来
るのだという。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日下　耕三）
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